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三
月
三
日
の
桃
の
節
句
。

女
子
の
健
や
か
な
成
長
と

健
康
を
願
う
ひ
な
祭
り
。

今
年
は
食
堂
に
雛
壇
を
飾

り
、
お
雛
様
、
お
内
裏
様

と
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
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ひな祭りご飯

おいしいなぁ!(^^)!

支援センターの皆様も
美味しく頂きました!!

献立
・ちらし寿司
・刺身
・唐揚げ
・吸い物
・デザート



令
和
五
年
度

障
害
者
支
援
施
設

星
光
園

事
業
計
画

・
運
営
の
基
本
方
針

社
会
福
祉
法
人
北
斗
会
の
基
本
理
念

福
祉
と
は
生
活
権
の
問
題
で
あ
る

全
人
格
と
全
人
権
を
常
に
考
え
よ

処
し
て
止
ま
ら
ず

取
り
て
む
さ
ぼ
ら
ず

自
己
の
職
業
に
奉
仕
す
る
事
に
徹
し
よ
う

こ
の
精
神
を
基
本
方
針
と
す
る
。

・
総
合
的
サ
ー
ビ
ス
目
標

①
個
人
の
意
思
を
尊
重
し
た
支
援
の
提
供

②
地
域
生
活
支
援
拠
点
の
整
備

③
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
取
組
み

④
す
ご
し
や
す
さ
・
働
き
や
す
さ
の
充
実

⑤
利
用
者
・
職
員
の
健
康
の
確
保

⑥
施
設
機
能
を
生
か
し
た
地
域
へ
の
貢
献

・
各
種
サ
ー
ビ
ス
目
標

一
、
個
別
支
援
計
画
の
充
実

サ
ー
ビ
ス
管
理
室
を
中
心
に
、
利
用
者
個
々
の
意
思
や

特
性
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
。
ま
た
三
か
月
ご

と
の
検
討
会
を
行
い
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
定

期
的
な
個
別
支
援
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

二
、
天
草
市
地
域
生
活
支
援
拠
点
の
面
的
整
備
へ
の
協
力

現
在
、
天
草
市
委
託
事
業
と
し
て
『
天
草
北
地
域
障
が

い
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ぽ
ら
り
す
』に
て
、
二
十
四
時
間

体
制
の
障
が
い
相
談
支
援
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
加
え
短
期
入
所
に
よ
る
緊
急
時
の
受
入
・
対
応
を

受
託
す
る
。
併
せ
て
『
特
定
相
談
支
援
事
業
所

ほ
ほ
え

み
』
と
も
連
携
を
取
り
、
天
草
市
地
域
生
活
支
援
拠
点
の

一
端
を
担
う
。
尚
、
相
談
支
援
専
門
員
は
新
た
に
女
性
の

相
談
支
援
専
門
員
一
名
の
育
成
を
行
い
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ

ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
相
談
員
体
制
と
す
る
。

三
、
委
員
会
に
よ
る
各
種
行
事
の
実
施

基
本
的
感
染
対
策
の
も
と
可
能
な
限
り
各
種
行
事
を

開
催
し
、
利
用
者
の
意
向
を
尊
重
し
た
事
業
・イ
ベ
ン
ト
・

行
事
を
行
う
。
そ
の
際
は
健
康
・衛
生
面
の
安
全
が
確
保

さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
活
動
と
し
、
参
加
人
数
規
模

の
調
整
を
検
討
す
る
。

四
、
権
利
擁
護
の
遵
守
と

権
利
侵
害
・虐
待
防
止
へ
の
理
解
促
進

昨
年
度
、
福
祉
施
設
に
お
け
る
多
く
の
虐
待
や
人
権
侵

害
が
全
国
的
に
表
面
化
し
た
問
題
を
鑑
み
、
令
和
四
年

度
は
四
回
の
障
害
者
虐
待
防
止
権
利
擁
護
研
修
を
行
っ

た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
虐
待
防
止
委
員
会
・身
体
拘
束

適
正
化
委
員
会
主
導
の
も
と
、
権
利
擁
護
の
遵
守
に
努
め

る
。
虐
待
防
止
委
員
会
の
役
割
と
し
て
は
①
職
員
へ
の
研

修
の
定
期
的
な
実
施
（
年
一
回
以
上
）②
毎
月
及
び
必

要
に
応
じ
委
員
会
の
開
催
と
検
討
結
果
の
職
員
へ
の
周
知
。

③
虐
待
防
止
の
た
め
の
責
任
者
を
設
置
す
る
。

身
体
拘
束
適
正
化
委
員
会
の
役
割
と
し
て
は
①
身
体
拘

束
等
に
つ
い
て
必
要
な
記
録
。
②
毎
月
及
び
必
要
に
応
じ

委
員
会
の
開
催
と
検
討
結
果
の
職
員
へ
の
周
知
。
③
身
体

拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
指
針
整
備
を
行
う
。

外
部
研
修
に
つ
い
て
も
研
修
・改
善
委
員
の
他
、
こ
れ
ま
で

障
害
者
虐
待
防
止
・権
利
擁
護
研
修
を
受
け
て
い
な
い
職

員
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
伝
達
研
修
に
て
虐
待
防
止
・権

利
擁
護
の
再
確
認
と
職
員
の
日
々
の
行
動
の
振
り
返
り

と
す
る
。

五
、
職
員
の
質
の
向
上
へ
の
努
力

（

各
種
研
修
会
の
実
施
と
参
加
）

全
社
協
、
県
社
協
、
経
営
協
、
身
障
協
、
各
行
政
機
関

等
が
行
う
研
修
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
む
）に
積
極
的
に

参
加
す
る
。
参
加
に
つ
い
て
は
役
職
指
定
の
な
い
研
修
会

の
場
合
、
職
員
の
自
薦
に
よ
る
参
加
を
可
能
に
し
、
研
修

へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
伝
達
研
修
に
つ
な
げ
る
。
施
設
内

研
修
と
し
て
は
研
修
・改
善
委
員
会
を
中
心
に
、
『個
別

支
援
の
実
現
に
向
け
た
ケ
ア
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
令
和
新
版
』

を
使
用
し
た
研
修
を
行
う
。
ま
た
、
身
障
協
独
自
の
認

定
シ
ス
テ
ム
（
Ｑ
Ｏ
Ｓ
）完
成
の
あ
か
つ
き
に
は
導
入
を

目
指
す
。

六
、
業
務
の
効
率
化
・安
全
性
の
向
上
の
た
め
の

福
祉
用
具
の
活
用

新
た
に
導
入
し
た
支
援
シ
ス
テ
ム
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
へ
の
対

応
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
適
切
に
指
導
す
る
。
介
助
リ

フ
ト
等
福
祉
機
器
に
つ
い
て
も
、
介
護
現
場
の
状
況
を
精

査
し
可
能
な
限
り
導
入
す
る
。

七
、
働
き
方
に
合
わ
せ
た
労
務
管
理

働
き
方
改
革
関
連
法
に
基
づ
き
、
時
間
外
労
働
、
年
次

休
暇
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
な
ど
確
実
に
実
施
で
き
る

よ
う
規
程
等
の
順
守
を
促
す
。
ま
た
、
就
労
者
の
希
望
に

合
わ
せ
た
労
働
時
間
に
配
慮
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
賃

金
体
系
の
見
直
し
を
行
う
。

八
、
利
用
者
・職
員
の
健
康
の
確
保

新
型
コ
ロ
ナ
を
含
む
感
染
症
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
。

基
本
的
な
感
染
症
対
策
を
基
本
と
し
、
産
業
医
や
嘱
託

医
か
ら
の
指
導
・助
言
の
も
と
、
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ

た
感
染
症
対
策
を
行
う
。
ま
た
、
希
望
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
利
用
者
・職
員
に
実
施
す
る
。



職
員
に
関
し
て
は
労
働
災
害
防
止
の
た
め
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
・
腰
痛
防
止
策
を
講
ず
る
。
ま
た
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
・

モ
ラ
ハ
ラ
防
止
の
規
定
の
周
知
、
定
期
的
な
生
活
習
慣
病

検
診
や
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
、
職
員
の
健
康
課
題

の
解
決
で
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
。

九
、
安
心
・
安
全
の
た
め
の
施
設
づ
く
り

災
害
時
に
的
確
に
対
応
す
べ
く
、
定
期
的
な
防
災
訓
練

を
実
施
。
特
に
夜
間
訓
練
の
際
に
は
地
域
消
防
署
や
消
防

団
と
の
連
携
を
は
か
る
。
ま
た
各
施
設
間
で
防
災
連
携
の

確
認
を
行
い
、
被
災
し
て
も
他
施
設
が
援
助
で
き
る
体
制

を
と
る
。
こ
の
他
、
天
草
市
の
福
祉
避
難
所
と
し
て
地
域

防
災
の
一
助
と
な
る
。
災
害
対
応
や
感
染
症
対
応
の
Ｂ
Ｃ

Ｐ(

事
業
継
続
計
画)

を
作
成
し
、
定
期
的
な
見
直
し
も
行

う
。
車
両
の
運
転
を
行
う
職
員
に
は
安
全
運
転
管
理
者

選
任
事
業
所
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
を
促
し
、
安
全
運
転
の

指
導
・
注
意
喚
起
と
、
運
転
前
の
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー

に
よ
る
運
転
可
否
の
判
断
を
行
う
。

十
、
福
祉
に
対
す
る
理
解
の
促
進

実
習
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
学
校
教
育
へ
の
協
力
を
積
極

的
に
受
入
れ
、
地
域
住
民
の
福
祉
に
対
す
る
理
解
を
促

進
し
、
福
祉
人
材
の
育
成
に
取
り
組
む
。
尚
、
受
け
入
れ

に
際
し
て
は
基
本
的
な
感
染
症
対
策
の
徹
底
を
前
提
と

す
る
。

十
一
、
法
人
創
設
五
十
五
周
年
記
念
事
業
へ
の
協
力

創
立
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
も
と
、
記
念
式
典
の
準

備
・
運
営
に
協
力
す
る
。

・
星
光
園
中
長
期
経
営
目
標

①
利
用
者
住
環
境
の
整
備

②
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
し
て
の
責
務

③
福
祉
人
材
の
確
保

一
、
時
代
に
即
し
た
施
設
へ
の
建
替
え

建
設
か
ら
四
十
七
年
、
大
規
模
修
繕
か
ら
も
十
九
年
が

経
過
し
た
星
光
園
は
部
分
的
な
老
朽
化
や
、
多
床
室
の

存
在
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
社
会
福
祉
充
実
計
画

に
沿
っ
て
全
室
個
室
を
前
提
と
し
た
施
設
へ
の
建
替
え
を
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
い
実
施
す
る
。
尚
、
基
本
計
画
立
案
に

つ
い
て
は
定
員
割
れ
し
て
い
る
現
状
を
勘
案
し
、
入
所
や

通
所
の
定
員
の
在
り
方
、
部
屋
数
や
建
築
階
数
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
の
地
域
へ
の
開
放
の
在
り
方
、
防
災
面
な

ど
様
々
な
角
度
か
ら
の
視
点
を
取
り
入
れ
周
到
な
計
画

を
立
案
す
る
。

二
、
天
草
市
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備

こ
れ
ま
で
四
十
七
年
以
上
に
わ
た
り
、
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
障
害
の
あ
る
方
へ
の
生
活
支
援
を
提
供
し
て
き

た
星
光
園
は
、
地
域
住
民
や
行
政
か
ら
も
一
定
の
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
天
草
の
中

心
地
に
お
い
て
継
続
し
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
以
上
は
、

福
祉
事
業
者
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
地
域
福
祉

へ
の
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。

現
在
、
天
草
市
が
面
的
整
備
を
進
め
て
い
る
地
域
生
活

支
援
拠
点
の
五
つ
の
機
能
に
つ
い
て
現
在
ま
で
に
二
つ
の

機
能
を
担
っ
て
い
る
が
、
今
後
委
託
が
考
え
ら
れ
る
三
つ

の
機
能
「体
験
の
機
会
・場
の
確
保
」「専
門
的
人
材
の
確

保
養
成
」「地
域
の
体
制
づ
く
り
」に
つ
い
て
も
積
極
的
に

受
託
し
、
天
草
に
お
け
る
障
害
福
祉
の
基
幹
的
役
割
を
果

た
し
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
り
行
政
・地
域
・事
業
者
が
連
携

を
密
に
し
、
未
だ
手
の
届
か
な
い
支
援
を
必
要
と
す
る

方
々
に
手
を
差
し
伸
べ
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
り
星
光
園
の
パ
ー
パ
ス
（
存
在
意
義
）を
高
め
、
引
い

て
は
施
設
経
営
の
安
定
化
に
も
寄
与
す
る
。

三
、
福
祉
人
材
の
安
定
的
確
保
と
育
成

人
口
減
少
の
時
代
に
入
っ
た
今
、
福
祉
業
界
に
限
ら
ず

労
働
人
口
の
減
少
は
、
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
の
人
材
確
保
は
、
施
設
経
営

の
安
定
性
の
観
点
か
ら
も
特
に
重
視
す
べ
き
点
で
あ
る
。

こ
こ
数
年
、
県
内
の
福
祉
人
材
養
成
校
が
、
次
々
と
閉
校

し
、
数
少
な
い
新
卒
学
生
も
都
市
部
の
事
業
所
を
志
望

す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
こ
数
年
の
施
設
の
職
員
採

用
に
つ
い
て
も
多
職
種
や
他
種
別
の
福
祉
系
人
材
の
転
職

が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
パ
イ
の
奪
い
合
い
の
様

相
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
に

加
え
、
総
合
求
人
サ
イ
ト
、
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
、

人
材
紹
介
業
者
の
活
用
、
各
種
就
職
説
明
会
に
も
積
極

的
に
参
加
す
る
と
共
に
、
法
人
職
員
の
縁
故
・友
人
紹
介

な
ど
あ
ら
ゆ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
利
用
し
て
求
職
者
を
募
っ

て
い
く
。
ま
た
、
外
国
人
労
働
者
の
採
用
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
検
討
し
、
入
職
時
の
エ
ル
ダ
ー
制
度
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
充

実
さ
せ
、
貴
重
な
戦
力
と
な
る
よ
う
育
成
に
努
め
る
。

現
状
、
予
算
に
お
け
る
人
件
費
率
が
、
七
十
％
以
上
と

一
般
的
な
福
祉
事
業
者
に
比
べ
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を

鑑
み
、
早
期
の
改
善
に
取
り
組
む
。
具
体
的
に
は
人
事
考

課
の
導
入
に
よ
る
昇
給
の
在
り
方
、
賞
与
の
在
り
方
、
手

当
等
の
在
り
方
な
ど
多
角
的
に
見
直
す
。
同
時
に
各
部
署

に
お
け
る
業
務
を
見
直
す
こ
と
で
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
低
下
を
防
ぎ
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
も
つ
な
げ
る
。



by  H
iro

shi O
kitu

『
世
の
中
に
、
偶
然
は
な
い
。
』

い
や
ー
、
凄
い
盛
り
上
が
り
で
し
た
ね
。
野
球
の

Ｗ
Ｂ
Ｃ
。

終
わ
っ
て
み
れ
ば
、
日
本
の
優
勝
で
幕
を
閉
じ
、

い
ろ
い
ろ
と
感
動
す
る
プ
レ
ー
、
人
間
模
様
も
あ
り

ま
し
た
が
、
何
か
す
べ
て
偶
然
で
は
な
く
、
す
べ
て

の
こ
と
が
必
然
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
き

ま
す
。

地
球
温
暖
化
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
も
、
み
ん
な
必
然
的
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
も
完
全
に
終
息
し
て
な
い
の
に
、
あ
ん
な

に
騒
い
で
い
い
ん
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
の
あ
の
感
動
が
、
今
ま
で
の
行
動
規
制
で
、

低
下
し
て
い
た
「
免
疫
力
」
も
高
め
て
く
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
「
病
は
気
か
ら
」
で
す
か

ら
。Ｗ

Ｂ
Ｃ
の
大
会
で
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
は
、
大
谷
選
手
で
し

た
が
、
私
の
中
で
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
は
、
自
分
を
犠
牲
に
し

て
ま
で
、
若
手
選
手
を
ま
と
め
た
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
選

手
と
選
手
を
最
後
ま
で
信
じ
続
け
た
栗
山
監
督
で
す
。

高
校
野
球
と
か
Ｗ
Ｂ
Ｃ
の
「
球
体
」
は
、
人
々
に

感
動
を
与
え
、
歓
迎
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
同
じ

「
球
体
」
で
も
中
国
の
「
気
球
」
に
は
何
の
意
図
が

あ
る
の
か
、
非
常
に
不
気
味
な
も
の
を
感
じ
ま
す
。

過
去
に
日
本
軍
が
風
船
爆
弾
で
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
本

土
を
攻
撃
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

今
回
、
中
国
側
は
、
た
ま
た
ま
気
象
観
測
用
に
上

げ
た
気
球
が
、
偏
西
風
に
乗
っ
て
、
た
ま
た
ま
ア
メ

リ
カ
の
ほ
う
に
流
さ
れ
た
と
言
っ
て
る
よ
う
で
す
が
、

誰
も
信
じ
な
い
で
し
ょ
う
。
気
球
は
、
ア
メ
リ
カ
の

軍
事
施
設
や
使
わ
れ
て
い
る
電
波
帯
、
原
発
の
施
設

な
ど
を
偵
察
す
る
か
の
よ
う
に
留
ま
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。
そ
れ
も
ま
た
、
そ
の
高
さ
が
微
妙
で
、
は
っ

き
り
と
自
国
の
領
空
と
は
言
え
な
い
。
撃
墜
し
よ
う

に
も
地
上
か
ら
は
届
か
な
い
。
と
、
い
う
こ
と
で
、

ア
メ
リ
カ
は
、
戦
闘
機
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
で
撃
墜
す

る
判
断
を
し
ま
し
た
。
重
要
施
設
を
偵
察
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
と
、
も
し
も
気
球
か
ら
細
菌
や
ウ
イ

ル
ス
、
爆
弾
な
ど
が
ま
か
れ
た
ら
、
戦
争
で
す
。

戦
闘
機
の
ミ
サ
イ
ル
で
気
球
を
撃
墜
し
よ
う
に
も
、

こ
れ
ま
た
や
っ
か
い
で
、
戦
闘
機
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル

攻
撃
は
、
敵
機
の
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の
熱
を
感
知

し
そ
れ
を
追
尾
す
る
の
で
す
が
、
気
球
に
は
そ
う
い

う
熱
源
が
な
く
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
目
視
で
ミ
サ
イ
ル

を
発
射
す
る
わ
け
で
す
。
得
体
の
し
れ
な
い
気
球
に

あ
ま
り
近
づ
け
ず
結
局
、
二
発
目
の
ミ
サ
イ
ル
で
撃

墜
し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
ミ
サ
イ
ル
は
、
一
発
・
・
・
約
五
千
三

百
万
円
だ
そ
う
で
す
。
こ
う
書
く
と
ア
メ
リ
カ
は
、

被
害
者
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
も
世
界

各
国
で
、
無
人
の
偵
察
機
を
飛
ば
し
て
い
る
よ
う
で

す
。こ

ん
な
こ
と
を
し
て
い
て
は
、
戦
争
が
起
き
る
の

も
必
然
的
で
す
。

お
し
ま
い
。

野
球
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
、
不
振
の
村
上
選
手
に

栗
山
監
督
が
か
け
た
言
葉
。

『
最
後
は
、
お
前
で
勝
つ
ん
だ
。
』

栗
山

英
樹

ク
イ
ズ

問
一
、
陰
暦
三
月
の
こ
と
を
「
弥
生
（
や
よ
い
）
」

と
い
う
の
は
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
？

問
二
、
陰
暦
四
月
の
こ
と
を
「
卯
月
（
う
づ
き
）
」

と
い
う
の
は
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
？

問
三
、
「
兎
に
角
」
の
読
み
は
？

ま
た
、
読
み
は
何
で
し
ょ
う
？

問
四
、
「symbol

」
の
読
み
は
？

ま
た
意
味
は
何
で
し
ょ
う
？

問
五
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
か
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
は
、
ど
う
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
？



気候も春らしい日が増えてきましたね。

支援センター周辺の桜も見頃になりまし

た。

通所の利用者様も桜を見ながら喜んでお

られました。

来月号は、入所の利用者様のぶらりドラ

イブ（天草未来大橋・花見）の様子を掲

載させて頂きますので、お楽しみに!!!

さくら満開

山嶋様より一言♪

桜、綺麗でした。

天気も良かったの
で、気持ちよかった
です。

みんなと写真が撮
れてよかったです。

カラオケクラブの様子です。

今回は、男性利用者様の様子をご紹

介致します。毎週土曜日の10時から

訓練室にて、カラオケクラブが開催

されています。

次の大会に向けて、日々の練習を頑

張っておられます。

皆様の参加お待ちしております。

カラオケクラブ

感染症対策のため、各棟に分かれて

クラブ活動を実施しています。

倉田様より
一言♪

カラオケは
楽しいです。
これからも
楽しみです。



実
習
生
と
の
交
流

二
月
六
日
～
十
七
日
、
二
月
二
十
七
日
～
三
月
十
日
ま

で
の
間
、
尚
絅
短
期
大
学
よ
り
二
名
の
方
が
実
習
に
来
ら

れ
ま
し
た
。

期
間
中
は
、
食
事
介
助
や
余
暇
活
動
、
ボ
ッ
チ
ャ
、
オ

セ
ロ
ゲ
ー
ム
等
で
利
用
者
様
と
交
流
さ
れ
ま
し
た
。

実
習
最
終
日
に
は
、
各
棟
で
く
じ
引
き
で
折
り
紙
を

配
っ
た
り
、
紙
芝
居
や
手
遊
び
を
披
露
し
て
下
さ
り
、
皆

様
、
と
て
も
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

何が出るか
なぁ～♪

8種類の折り紙を利用者様全
員分用意してくれました！ど
れも可愛くて、皆さま選びき
れないと言われていました☆
参加出来なかった利用者様に
も配りに行き、とても喜んでお
られました!(^^)!

実習最終日のお見送りの際
は、皆さまやっぱり寂しくて、
思わず涙ぐんでいらっしゃい
ました。
実習お疲れ様でした☺

トントントン♪
こぶじいさん♪♪

皆ではいチーズ☆



編
集
後
記

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
綺
麗
な
桜
も
咲

き
始
め
、
お
花
見
日
和
で
す
ね
。
今
年
度
は
、

昨
年
出
来
な
か
っ
た
こ
と
も
、
少
し
ず
つ
出
来

る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
期
待
を

胸
に
、
今
年
度
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

係
で
は
利
用
者
や
保
護
者
の
皆
様
か
ら
の
投

稿
も
募
集
中
で
す
。
お
気
軽
に
事
務
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

三
月
二
六

ぶ
ら
り
ド
ラ
イ
ブ

～
四
月
四
日

(

天
草
未
来
大
橋
、
花
見)

三
日

創
立
記
念
式
典

十
日

施
設
長
・
事
務
長
会
議

十
三
日

環
境
整
備

十
四
日

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
等
会
議

十
七
日

ワ
ッ
ク
ス
掛
け
（
部
屋
替
え
）

～
二
十
一
日

十
八
日

九
障
協
第
一
回
理
事
会

～
十
九
日

二
十
日

運
営
委
員
会

二
五
日

職
員
研
修
会

二
七
日

環
境
整
備

二
九
日

昭
和
の
日

四
月
行
事
予
定

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
へ
の

対
応
に
つ
い
て

面
会
や
外
泊
な
ど
最
新
の
対
応
状
況
は
北
斗
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
又
は
星
光
園
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
感
染
予

防
の
た
め
の
措
置
で
す
の
で
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

尚
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ビ
デ
オ
通
話
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
（
テ
レ
ビ
電
話
）
面
会
は
常
時
受
付
可
能
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
星
光
園
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ＬＩＮＥビデ
オ通話を利用
するには、Ｌ
ＩＮＥホーム
画面よりこち
らのＱＲコー
ドを読み取り、
星光園をご登
録下さい。

雨
の
中

二
人
で
行
く
や

墓
参
か
な

そ
ろ
そ
ろ
と

花
壇
賑
わ
う

春
の
花

友
子

ど
こ
か
ら
と

芽
生
え
て
く
る
や

春
近
き

ピ
ー
ピ
ー
と

ど
こ
か
で
鳴
く
や

鳥
の
声麻

子

ほ
ほ
え
み
コ
ー
ナ
ー

ク
イ
ズ
の
答
え

①
草
木
が
い
よ
い
よ
生
え
茂
る
さ
ま
。

「
木
草
弥
や
生
ひ
月

(

き
く
さ
い
や
お
ひ
づ

き)

」

が
詰
ま
っ
て

「
や
よ
い
」

と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

②
「
卯
の
花
」
が
咲
く
こ
ろ
だ
か
ら
。

③
と
に
か
く
。

意
味
は
、
「
と
も
あ
れ
」
。
他
の
事
は
別
問
題

と
し
て
気
持
ち
を
表
す
こ
と
で
す
。

④
読
み
は
、
シ
ン
ボ
ル
。
意
味
は
、
象
徴
、
表
象
。

「s
ymbol

」
の
語
源
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
語
。

"sy
mbolon

"(σ
ύμ

β
ο
λ
ο
ν
)

が
由
来
。

syn
-

が
「
一
緒
に
」bole

が
「
投
げ
る
」
や

「
飛
ば
す
」
と
い
う
意
味
。
そ
の
意
味
を
合
わ

せ
て
、
「
一
緒
に
す
る
」
や
、
二
つ
に
割
っ
た

も
の
を
つ
き
合
わ
せ
て
同
一
の
物
と
確
認
す
る

「
割
符
」
や
「
合
言
葉
」
と
い
う
意
味
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
い
う
言
葉
は
、
よ
く
聞
き

ま
す
よ
ね
。

⑤

ク
ラ
シ
ッ
ク
（classis

）
は
、
「
階
級
」
を

表
す
。
ラ
テ
ン
語
のclass

に
由
来
し
「
最
高
の

ク
ラ
ス
の
～
」
「
一
流
の
～
」
と
い
う
意
味
で

も
あ
る
が
、
「
古
典
」
「
格
式
の
あ
る
」
と
い

う
意
味
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。


